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その後の 1965（昭和 40）年改正、1987（昭和 62）年「精神保健法」になり、精神障害者本












































































































































































































































































































２） 平成 25 年法律第 47 号．主な改正は精神障害者の医療の提供を確保するための指針（厚生労働大臣告
示）の策定，保護者に関する規定の削除，医療保護入院の見直し等である．施行は一部を除き平成 26
年 4 月 1日．
指針の策定については，平成 25 年 7 月より「精神障害者に対する医療の提供を確保するための指針等





http : //www.mhlw.go.jp/kokoro/nation/law.html（アクセス日 2015.11.23）
３） 平成 11 年精神保健福祉法改正では医療保護入院の要件を任意入院の状態にないことが明確化され，そ









５） それ以前の精神病者の処遇に関する法律としては明治 22 年公布「行旅病人及行旅死亡人取扱法」があ
り「歩行ニ堪ヘサル行旅中ノ病人ニシテ療養ノ途ヲ有セス且救護者ナキ者」としてその救護の義務を市









































ビス供給体との関連から－」佛教大学社会福祉学部論集第 7号（2011 : 65-68）
12）ここでの任意入院については，精神保健福祉研究会監修『三訂精神保健福祉法詳解』中央法規（2007）
210-211 による．この任意入院の規定（昭和 62 年精神保健法 第 22 条－2）の趣旨は，「精神科病院の
管理者に，精神障害者の入院には，まず本人に対して説明ないし説得を行うことを一般的に要請し，そ
の結果，本人の同意が見込まれる者についてはできるだけ任意入院により入院させるように努めること

























り返す患者についての報告もなされている．2015.6.5 第 111 回日本精神神経学会学術総会，精神科救急
の一般演題（口演）より．
17）ロジャー・ピール，ポール・ショドフ「非自発的入院と脱施設化」Sidney Bloch, Stephen A. Green 水
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医療関係者のパターナリズム復活を目指すものではないとの見解が紹介されている．
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